
同志社⼥⼦⼤学キャンパス内でフードドライブを実施同志社⼥⼦⼤学キャンパス内でフードドライブを実施

サステナブル研究会学⽣による取り組み、フードロス削減と各所への寄付につなげるサステナブル研究会学⽣による取り組み、フードロス削減と各所への寄付につなげる

同志社⼥⼦⼤学（所在地：京都府京⽥辺市・京都市 学⻑：⼩﨑眞）サステナブル研究会では、「⼈と同志社⼥⼦⼤学（所在地：京都府京⽥辺市・京都市 学⻑：⼩﨑眞）サステナブル研究会では、「⼈と

⼈とのつながりの場所を、モノを、情報をシェアし、⽣きづらさのない社会」をめざし、SDGsに関する⼈とのつながりの場所を、モノを、情報をシェアし、⽣きづらさのない社会」をめざし、SDGsに関する

様々な活動を⾏っています。様々な活動を⾏っています。

これまで、フードロスや⽣理の貧困についてのパネル展⽰や、余っている⾷材を必要な⼈のもとへ届け

るフードドライブ活動、着なくなった服を捨てずに交換する「⾐服交換会」などを実施してきました。

この度、2023年7⽉10⽇（⽉）〜14⽇（⾦）の間、京⽥辺・今出川両キャンパスの学内に⾷品回収箱を

設置。本学学⽣らが⾃宅で余っている⾷材を持ち寄り、レトルト⾷品や乾麺、菓⼦や飲料などたくさん

の⾷材が集まりました。

寄付された⾷材は、サステナブル研究会によって仕分けを⾏い、フードバンク京⽥辺（※）に引き渡し

たのち、⼦ども⾷堂へ寄付されます。

フードドライブと併せて、きゅうりやレタス、⽜乳などの⾷品ロスになりやすい⾷材を使⽤したレシピ

を公募する「レシピキャンペーン」も実施。

本活動を通して、学⽣らがSDGsやフードロス削減について考える機会となりました。

※フードバンク京⽥辺

京⽥辺市社会福祉協議会のボランティア団体。⾷品⼩売店な

どで眠っている⾷材やいずれ廃棄される⾷材を回収

し、⾷材を必要とする所へ配付している。

■ 代表学⽣ 濱本 凜さん（現代社会学部社会システム学科３年次⽣）によるコメント■ 代表学⽣ 濱本 凜さん（現代社会学部社会システム学科３年次⽣）によるコメント

私たち学⽣団体だけで、世界で複雑に絡み合う問題を根本

から解決することは難しいです。しかし、それらを同世代

に発信し共有することで、より良い未来を創造する架け橋

となりたい、という思いで活動しています。学内フードド

ライブは、2021年の研究会発⾜時から主となる活動で、

回数を重ねる毎に回収品数が増えています。今回は京⽥辺

・今出川の両キャンパスで開催し、合計103点集まりまし

た。今後は活動規模を拡⼤しながらも、根本にある⽬的を

しっかり共有しながら、⼀つ⼀つ⼤切に活動していきたいです。
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■メディア関連の⽅へ

取材をご希望の⽅は、お⼿数ですが、下記お問い合わせまでご連絡をお願いいたします。

当プレスリリースURL

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000023.000120207.html

学校法⼈同志社 同志社⼥⼦⼤学のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/120207

■本件に関するお問い合わせ先

同志社⼥⼦⼤学広報部広報室広報課

広報課⻑ 渡邉⼀郎

電話：0774-65-8631

ＦＡＸ：0774-65-8632

e-mail: koho-t@dwc.doshisha.ac.jp
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